


※新型コロナウイルス感染症の影響等により事業が中止または内容変更となる場合がございます。   
ご来館の場合はホームページ等でご確認のうえ、お越しくださいますようお願いいたします。

【アクセス】 
◆自動車…京都縦貫自動車道「園部IC」「八木西IC」より約5分。園部公園駐車
場をご利用ください。  　　　　　　
◆公共交通… JR園部駅下車、駅西口より京阪京都交通バス「八田線」もしくは
「園篠線」に乗車、「交流会館前」下車すぐ。または市営ぐるりんバスで「図書館
前」下車すぐ。

表面掲載図版

上段：丹波名勝琉璃渓（当館蔵）/下段右：丹波路観光ルート案内（当館蔵）

下段中央：丹波八木大堰川の鮎狩（当館蔵）/下段左：園部城絵図（個人蔵）

裏面掲載図版

上段：丹波交通株式会社路線図（当館蔵）
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るり渓フラワーガーデン ( 当館蔵 ) 園部大橋親柱

堰堤調節台構造図
(京都府立京都学・歴彩館蔵)

通天湖へ訪れる人々 ( 当館蔵 )

るりの誉 ( るり渓資料館蔵 )

錦秋 / 曲子光男 ( 京都府蔵 )

石の動物園で遊ぶ子どもたち ( 当館蔵 )

平屋大橋 ( 美山町平屋振興会提供 ) 瑠璃の渓谷 /吉田伊佐 ( 当館蔵 )

キャンプをする人々 ( 当館蔵 )


